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中高緯度の海洋下層雲
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1．は じめに

　海洋下層雲 は、全 球 の 放射収支 を決定する極 め て 重

要な要素の
一

つ で あ り、地球温暖化 シ ミ ュ レーシ ョ ン

・にお い ても、これ らの 雲 の 表現が、予測 される地上温

度上昇の 幅を大きく左右する こ とが近年の 研究か らわ

か っ て きて い るv また、特 に夏季の 日本周 辺 にお い て

は、こ うした海洋下層雲はオホ
ー

ツ ク海高気圧やヤマ

セ と深 く関係し、日本付近 の 天候に も大きな影響を及

ぼす こ とが知 られ て い る、

　だ が、亜熱帯 の 海洋下層雲は 、 中 ・上層雲が かか る

こ とが少ない こ ともあ り、比較的詳 し く研究されて き

た
一

方 で、中高緯度の海洋下層雲は、研究が遅れ て い

る。また、一
口 に下層雲 と言 っ て も現実 は 非常 に多様

で あ る が、気候モ デル や全球数値予報モ デル に お い て

下層雲を議論する際 下層雲の そ うした多様性を十分

に考えずに、比較や議論が され て い るこ とも多い 。さ

らに、下層雲と気象要素と の 関係に つ い て も、気候値

同士 の相関に関する研究は あるもの の 、よ り短い タイ

ム ス ケ
ー

ル における調査はほ とん どな され て い ない e

　本研究の 最終目標 は、モ デル に お ける下層雲表現の

改良に ある が、上述 の ような現状を背景 に、そ の前段

階と して、ま ず、全 球 規模 の 海洋下層雲 の 地理 的 ・季

節的糊 生及び数日ス ケール の 変動特性 を明らか に し、

特に中高緯度の 下層雲、そ して 日本付近 の 下層雲の 特

性を明確にする。また、こ うした多様な下層雲が どの

よ うな気象要素 ・気象条件に よ っ て決定され て い るか

を詳 しく解析する。

2 ．使用する観測デー
タと中高緯度の 下 層雲の特性

2 ．1 ．観測デー
タ

　こ うした 目的に は、広範囲、高頻度、かつ 長期間 に

わたる雲 の デー
タが必要 となる。

こ れには、静止衛星

をべ 一
ス に した、ISCCP の 3 時間 ご との 雲頂高度別 ・

光学的厚さ別の データ が非常に有用で あ る。ISCCP デ
ー

タで は、上 の 雲に隠された下の 雲は検出 で きず 、 ま

た、高度判定に はい ろい ろな誤差も含まれ てお り、注

意 も必 要 で ある た め、これ まで 十 分 に 活 用 され て こな

か っ た
。 だ が、そ うした点に注意を払えば、ISCCP デ

ー
タは、可視チ ャ ン ネル を使用する こ とで光学的に極

めて 薄い 雲をとらえて い る と同時 に、次節で述 べ る よ

うな現実的と思われ る特徴 をよくとらえて お り、極め

て利用価値は高い との 感触を得てい る。

2 ，2 ．中高緯度の 下層雲の特性

　全球の 下層雲の 特性をっ かむため、中 ・上層雲がな

い 場合 の み の 、光学的厚 さ別 の 下層雲量分布 を作成 し

た。そ こ か ら、以下 の よ うな特徴が 捉 え られ た．

○北半球中高緯度夏季の 中上層雲がない場合の下層雲

　量は 90 ％程度で あ り、亜熱帯層積雲領域 の 最盛期 の

　雲量 に 匹敵す
“
る［図 ／参照。こ れ は 船舶に よ る下層

　雲観測などとも整創 。

○南半球中高緯度夏季 の 、中上層震がない 場合の 下層

　 雲量は、北半球夏季の 雲量 に比 べ る とや や少 なく、

　 光学的に もやや薄い
。

　 　 　 　 　 i

O 亜熱帯 の 下層雲は、陸 に 近い とこ ろか ら沖に 行くに

　従い 、雲量 が減るだけでなく、光学的に薄くなっ て

　い く［浅い 積雲対流が増えて い くこ とに対応亅。

○ 中高緯度 の 海洋下層雲 は、両半球 と も、冬季 に も 70％

　以上の雲量を示すが、光学的厚 さは非常に薄い ［浅

　い 対流が多い こ とに対応 して い る と考えられ る】。

○夏季オ ホー
ツ ク海付近 で は、光学的厚 さが中程度の

　下層雲の 発生頻度が 比較的高い ［霧 に対応 して い る

　と考えられ る］。

○冬季の 日本海 の 沿岸部で は、光学的に厚い 下層雲 の

　出現頻度が非常に大 きい ［非常に 活発な降雪雲に 対

応する と考え られる1。

3 ．中高緯度の 下層雲と関係する気象要素

　現在、上述の よ うに、利用価値 の 高い と考えられる

ISCCP データ と、再解析データ を比較するこ とで、中

高緯度を中心 とする全球の多様な下層雲 の 性質と、そ

れを決定する気象要素との 関係 を調査してい る。発表

で は、そ の 結果 を紹介 し、全球 の 多様 な 下層雲 と気象

要素の 関係を、中高緯度下層雲を中心 に 包括的 に示す 。
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図 1 ：ISCCP の 可視・赤外チ ャ ン ネル か ら求め た 680hPa

　　 より下層の 雲量 （あらゆる光学的厚さを持つ 雲の

　　合計）。た だ し、中 ・上層雲の ない 場所 の みで 平

　　均 した 7月 の 雲量 （1999−2001年の 3年平均）。
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